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新
春
恒
例
の
匝
瑳
市
消
防
出
初

式
が
１
月
13
日
、
市
役
所
南
側
駐

車
場
で
挙
行
さ
れ
、
匝
瑳
市
横
芝

光
町
消
防
組
合
職
員
と
匝
瑳
市
消

防
団
員
の
４
４
１
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

式
で
は
、
太
田
市
長
が
「
市
民

が
最
も
頼
り
に
す
る
の
は
『
消

防
』。
地
域
に
密
着
し
た
消
防
団

は
非
常
に
重
要
な
役
割
を
持
つ
存

在
」
と
式
辞
を
述
べ
た
後
、
石
田

進
康
団
長
が
「
近
年
は
災
害
な
ど

も
多
く
地
域
防
災
力
の
重
要
性
が

高
ま
っ
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
災

害
に
対
応
で
き
る
よ
う
こ
れ
ま
で

以
上
に
訓
練
を
重
ね
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
続

け
て
、
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
、
来

賓
に
よ
る
観
閲
や
消
防
車
両
の
機

械
器
具
点
検
、
分
列
行
進
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

被
表
彰
者
紹
介

　

式
で
は
、
地
域
防
災
の
要
と
し

て
尽
力
さ
れ
た
消
防
団
員
や
そ
の

家
族
な
ど
、
計
１
１
２
人
に
対
す

る
表
彰
状
や
感
謝
状
の
贈
呈
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
被
表
彰
者
を
次
の

通
り
紹
介
し
ま
す
。

※（　

）内
は
役
職
、
所
属
分
団
・
部
、
階
級
。

例（
豊
和
３
部
長
）＝
豊
和
分
団
第
３
部
部
長

（
敬
称
略
）

県
知
事
表
彰

◆
功
労
章

越
川
泰
昭
（
豊
栄
分
団
長
）、
戸
村

徹（
平
和
分
団
長
）

◆
精
勤
章

中

格
之
（
匝
瑳
分
団
長
）、
藤
﨑

春
男
（
飯
高
分
団
長
）、
鶴
野
博
之

（
中
央
副
分
団
長
）、
佐
藤
浩
章
（
飯

高
副
分
団
長
）、
江
波
戸
明
伸
（
共

興
副
分
団
長
）、
宇
井
誠
（
野
田
副

分
団
長
）、
坂
田
英
明
（
消
防
司
令
）、

伊
藤
登（
消
防
司
令
）

県
消
防
協
会
長
表
彰

◆
功
労
章

大
木
勝
也
（
野
田
分
団
長
）、
田
中

裕
規
（
栄
副
分
団
長
）、
室
生
述
成

（
中
央
副
分
団
長
）

◆
精
勤
章

越
川
志
信
（
豊
和
３
部
長
）、
及
川

英
樹
（
栄
１
班
長
）、
小
田
佳
弘
（
椿

海
４
班
長
）、
小
川
純
也
（
野
田
６

班
長
）、
越
川
英
明
（
吉
田
１
団
員
）、

関
篤
史
（
匝
瑳
２
団
員
）、
布
施
光

浩
（
中
央
５
団
員
）、

計
政
宏
（
飯

高
１
団
員
）、
戸
村
広
和
（
平
和
１

団
員
）、
川
島
良
一
（
豊
栄
１
団
員
）、

増
田
滋
之（
共
興
２
団
員
）

県
防
災
危
機
管
理
部
長
表
彰

◆
防
災
危
機
管
理
部
長
章

大
木
正
弘
（
須
賀
副
分
団
長
）、
堀

澄
洋
泰
（
栄
４
部
長
）、
林
秀
利
（
野

自分たちのまちは自分たちで守る－。
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田
２
部
長
）、
西
田
篤
行
（
豊
和
３

班
長
）、
太
田
修
平
（
平
和
４
班
長
）、

増
田
佳
剛
（
共
興
２
班
長
）、
勝
股

正
広
（
匝
瑳
３
団
員
）、
田
坂
透
（
吉

田
１
団
員
）、
鈴
木
達
也
（
椿
海
１

団
員
）、
小
林
慶
充
（
中
央
１
団
員
）、

古
関
宣
章
（
飯
高
２
団
員
）、
越
川

芳
光（
豊
栄
１
団
員
）

県
消
防
協
会
海
匝
支
部
長
表
彰

◆
功
労
章

塩
野
谷
憲
吾
（
中
央
４
部
長
）、
大

木
裕
介
（
豊
栄
２
部
長
）、
峰
島
将

之
（
中
央
１
部
長
）、
河
野
正
已
（
須

賀
２
部
長
）、
伊
能
秀
幸
（
栄
３
団

員
）、
舩
山
和
己
（
匝
瑳
２
団
員
）、

林
政
信
（
吉
田
２
団
員
）、
⻆
田
勝

也
（
平
和
３
団
員
）、

原
敏
雄
（
飯

高
１
団
員
）、
熱
田
真
一
（
野
田
１

団
員
）、
塚
本
隆
裕
（
共
興
２
団
員
）、

日
色
貴
男
（
豊
和
２
団
員
）、
鈴
木

勝
信（
椿
海
３
団
員
）

◆
精
勤
章

中
川
雅
俊（
中
央
３
部
長
）、
鈴
木
淳

史
（
中
央
２
部
長
）、
宇
井
優
貴
（
野

田
５
部
長
）、
髙
山
孝
司
（
中
央
６

部
長
）、
⻆
田
善
春
（
平
和
３
部
長
）、

及
川
浩
平
（
栄
３
班
長
）、
椎
名
裕

一
（
平
和
１
班
長
）、
川
口
孝
二
（
須

賀
２
班
長
）、
鎌
形
康
弘
（
豊
和
１

班
長
）、
太
田
貴
久
（
平
和
４
班
長
）、

山
崎
英
人
（
匝
瑳
１
団
員
）、
伊
藤

太
一
（
栄
５
団
員
）、
須
郷
政
志
（
豊

栄
１
団
員
）、
宇
井
聡
史
（
野
田
４

団
員
）、
日
色
正
幸
（
豊
和
２
団
員
）、

伊
藤
雄
大（
匝
瑳
３
団
員
）、
伊
藤
章

弘
（
吉
田
２
団
員
）、
伊
藤
利
謹
（
野

田
２
団
員
）、
梶
ヶ
谷
尚
保
（
栄
２

団
員
）、
那
須
洋
介
（
飯
高
２
団
員
）、

伊
藤
和
幸（
椿
海
３
団
員
）、
林
孝
二

（
野
田
３
団
員
）、
佐
藤
洋
一
郎
（
共

興
２
団
員
）、
島
内
貴
功（
椿
海
３
団

員
）、
池
田
誠（
椿
海
４
団
員
）

市
長
表
彰

◆
特
別
功
労
章

湯
浅
勝
広（
消
防
団
本
部
付
）

◆
功
労
章

大
木
將
司
（
匝
瑳
２
部
長
）、
根
岸

成
明
（
吉
田
１
部
長
）、
佐
久
間
和

人
（
野
田
６
班
長
）、
越
川
豊
（
中
央

５
班
長
）、
椎
名
一
昭
（
平
和
３
班

長
）、
加
瀨
耕
佑
（
栄
５
班
長
）、
富

永
晋
也
（
豊
栄
２
団
員
）、
林
俊
輔

（
豊
和
１
団
員
）、
及
川
祐
平
（
飯
高

２
団
員
）、
鳥
羽
良
彰
（
椿
海
３
団

員
）、
二
村
裕
之
（
須
賀
１
団
員
）、

遠
藤
裕
樹（
共
興
１
団
員
）

市
消
防
団
長
表
彰

◆
県
消
防
操
法
大
会
出
場
部
表
彰

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
・
中
央
分
団
第

４
部

◆
功
労
章

林
崇
（
野
田
１
部
長
）、
澤
邉
学
（
野

田
３
部
長
）、
石
毛
伸
和
（
椿
海
３

部
長
）、
鈴
木
真
吾
（
椿
海
１
部
長
）、

井
上
慎
太
郎
（
中
央
２
班
長
）、
飯
島

優
太
（
中
央
３
班
長
）、
伊
藤
彰
宏

（
栄
４
班
長
）、
山
﨑
隆
弘
（
須
賀
１

班
長
）、
戸
村
聡
志
（
平
和
２
班
長
）、

大
木
喜
貴
（
豊
栄
２
班
長
）、
塚
本
光

一（
共
興
１
班
長
）、
鈴
木
優
史
（
豊

栄
１
班
長
）、
平
山
政
好
（
飯
高
１

団
員
）、
石
橋
満
彦
（
豊
和
１
団
員
）、

滝
田
弘
幸
（
平
和
２
団
員
）、
河
野
誠

一（
須
賀
２
団
員
）、
石
井
和（
飯
高
１

団
員
）、
須
合
清
志
（
匝
瑳
３
団
員
）、

塚
本
良
人
（
共
興
１
団
員
）、
齊
藤
智

明
（
匝
瑳
１
団
員
）、
及
川
ジ
ョ
セ
ッ

プ
（
栄
１
団
員
）、
鈴
木
政
義
（
豊
和

３
団
員
）

市
長
感
謝
状

◆
内
助
功
労
者

中

七
重
（
匝
瑳
分
団
長
夫
人
）、

時
野
谷
夏
美
（
共
興
分
団
長
夫
人
）、

大
木
の
り
子（
野
田
分
団
長
夫
人
）

規律正しい分列行進を披露

団員たちは真剣な表情で式に臨む団員たちは真剣な表情で式に臨む
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